
タイ国北部の言語調査について

西 田

1 ま え が き

1964'lii9)j,私と三谷恭之,桂満希郎の三 (]は,バ

ンコクから,ジープを使ってチュンマイ市に到着した｡

タイ国北部に居住するELけ出民の言葉を調査するためで

あるo三谷君は,主としてモン ･クメール系のラワ語

(Lawa),カメ- 卜語 (Khamet)の調査に,私と桂

川･まチベリト･ビルマ系の言葉を調べるのを目標にし

ていた｡数日後,三谷君は,飯島さんのお世話で無目i

ボールワンのラワ村に落着いた｡私と桂君は,まずLu

地民の言語調査に必要な北方タイ語(普通はカム･ムア

ンといっている)を勉強することからはじめる｡ひと

口に北方 タイ語といっても,チェンマイ(Chiangmai)

と,チェンライ(Chiangrai)やランパーン(Lampang)

などで,それぞれ少しづつちがっている｡桂君はすで

に,バンコクで,ランパーンのタイ語を調査していた

のでかなりの知識をもっていた｡ともかく,準備した

調査 リス トに,つきつきと,チェンマイの北方タイ語形

を記録し,録音する｡インホーマントは,はじめは坊

さんを選び,つきにかなり年輩の一般人になってもら

った｡この二人のインホーマントは,発音の面でも語

柔の面でもそれぞれの特徴をもっていて,有益であっ

た｡最後に別の一人から,物語をいくつも話してもら

って録音するOこの人は期待した以 ヒに話が上手であ

ったOこの物語など,チェンマイ･タイ語の文法形態を

分析する質料になる｡チェンマイ ･ラオ又字と呼ばれ

る古体の文字がかって使われていて,一部の人は今で

も旺っている｡この文字の止しい読み方を教えてもら

って詔卜在を一一一応打ち切った｡調査語嚢は1500程度で,

さほど多いというわけにはいかないが,それまでにあ

まり明際にわからなかった北方タイ語の体系がかなり

はっきりとわかってきたことと,この北方タイ語の知

識が,あとの山地民言語の調査におおいに役jrT_つこと

になったo

このような準備をして,私と桂君は,チェンライに

龍 雄

向った｡10月の中頃である｡

2 山地民言語研究の概況

チュンライ.県とクーク県 (Tak)で,私はいろいろ

の山地民と接触した｡ ミヤ オ族 (miao), ヤ オ族

(ya°),ラフ族 (lahu),アカ族 (akha)など十部族

をこえる山地民を見てきた｡その中で,実際にかなり

の時間をかけて調査することができた 言 葉 は,アカ

語,ラフ ･シ語 (1ahu-shi),ラフ ･ナ語 (1ahu--na),

リス語 (lisu), ビス語 (bisu) の五つの部族語であ

る｡もっとも,このほかにチェンライj具でヤオ語を少

し記録し,タイヤイ (taiyai)語 を長時間録音する機

会をえたが,まとまった調査はしていない｡

これらの言葉の実体はいずれも,今までにほとんど

知られていなかった｡アカ語にしても,報割 まあるに

はあったが,もちろん言語学的な記述ではなく,タイ

国内にいるアカ族の報告でもなかった｡ことにビス語

は,今回はじめてその存在がわかった言葉である｡新

発見の言葉とはいっても,これに類似する性格をもっ

た言葉の存在は,ビス語という名称を与えられてはい

ないが,従来断片的に多少の語費が発表されていた｡

Rouxが報告したラオスの P'unoiと呼ぶ部族の言

葉がビス語の性格に近く (Roux,H.Deuxtribusde

laregiondePhongsaly,(Laosseptentrional)BEFEO

(24)1924),A.F.G.Keerの発表した KElnburiの

ラワ語というのもちょっとビス語に似てい る (Two

rlawa'vocabularies,JSS21,1927).また調査する

止揚からいえば,さきにあげたアカ語とかラフ･シ語な

どもその存在はわかっていたけれども,どのような言

葉であるかの詳しい報告は,今までになかったのであ

るから,まったく新たな立場から出発して記録してい

かねばならない点では,新発見の言葉と異るところが

ないのであるoこのあたりの少数部族語は.同じ部族

であっても,部族ごとにかなり違 って い て,正確に

は,どこそこの何語というようにいう必要が あ るか
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ら,事実はそれ以上に厄介なことになってくる｡アカ

語やラフ ･シ語に比べて,ラフ ･ナ語とリス語には,

まとまった資料が発表されていた｡ラフ･ナ語には,

J.H.Telfordの Handbookofthelahu(Muhso)

ZangLLage.Rangoon1938 があり, リス語には, J.

0.Fraserの Handbook of theLisa (Yawyin)

language.Rangoon 1922 と中国科学院少数民族語

言研究所編 『傑便語語法綱要』1959がある｡ これ ら

の資料はかなりの量があり,たしかに有用ではある｡

しかし, Telford の書物はビルマにいるラフ ･ナ族

の言葉についての報告であり, Fraserの対象になっ

たのは,ビルマの リス語勝越方言であり,中国科学院

の報告は,雲南省怒江にいるリス族の言葉の研究であ

って,タイ国にいるラフ ･ナ族, リス族,もっと限定

して, 私の調査したタ-ク県の ドー イ ･ム ッソー

(DoiMussuh)にいるラフ･ナ族, リス族の言葉の実

体は,まったくわかっていなかったCその意味では,

今回の私の調査はいずれもはじめての言語調査である

といって差安えない｡それぞれの地点でたずねてみる

と,これまでに言語学の専門家がおとずれたことがな

いという返事であったから,すでに調査されていて,

未発表の状態にある資料も全然ないことになる｡

これらの部落の原任地は今では明らかではないが,

中国の西北部からチベット一帯にかけて居住したこと

のある民族集団の一員であったことはほぼまちがいが

ない｡その大きいグループが次第に南下して,ビルマ

に入り,そしてタイ国に移って来た｡何故これらの部

族7)言葉を調査するかという理由をここで少し説明し

て:∂きたい｡もちろんいま述べたように,これらの言

葉がまだ言語学的に調査されていないことも大きい理

由であるが,そのほかにもなお理由がある｡

この五つの言葉は,系統的にいうと,いずれもチベ

ット･ビルマ語派のビルマ ･ロ口語系に所 属 して い

る｡チベット･ビルマ語派と一概にいっても,実は,

それに所属する言葉相互の関係がよく証明されていな

いのが現状である｡たとえば,その語派の代表的言語

であるチベット語とビルマ語をつき合わすと,全体の

Construction はよく似ているけれども,両者の対応

関係を法則的に証明できる単語の数は300語程度をこ

えない｡チベット語には,古代語 ･文語 ･口語を含め

て大きい語嚢のストックがある｡ ビルマ語もそれには

及ばないが,やはり豊富な語嚢を貯えている｡それら

第 3巻 第 3号

の中で両者に共通した形をもつ語柔がわずかに 300語

というのは,いかにも少ない｡この事実は,チベット語

とビルマ言吾が同系統の言葉ではないことを示唆してい

るのではなくて,この二つの言語は実際には同じ語根

から来源した形をずっと多くもっているのであるが,

文献に記録された時期にはすでにそれらが変形してし

まっていて,両者のつながりが不明瞭になっていたこ

とを意味している｡それ故,両者の間のかくれた関係を

まず見付けだしていかねばならない｡そのためには,

チベット語とビルマ語を直接につき合わすのではなく

て,チベット語にもビルマ語にもそれぞれを中心とす

るグル-プをたてて,そのグループの内部でまず比較

するという手順を経ておけば,言語変化の一般的な性

格からいって,二つのグループの閲にずっと多くの共

通点が生まれるにらがいないと私は考えた｡つまり,

両言語のつなぎの役割を果すような性格の言葉が要求

されてくる｡しかも,多くの生きた言葉が,とくに未

調査の現在話されている言葉が,そのつなぎのために

有力な根拠を提供する可能性が非常に強い｡私はこの

ような目的から Iink languages をいくつか求めて

きた｡ 以前にビルマのカテン州 (Kachin)で,この

linkの一端をになう言葉として,マル語 (Maru)と

ラシ語 (Lashi) を調査したOこの両言語の形態は明

らかにビルマ語系の性格を具えていて,ビルマ語形と

極めて近くしかもチベット語とのかくれたつながりを

部分的に証明するo linklanguageの形がどのよう

な証明力をもっているかについて,簡単な見本を一つ

示してみよう｡たとえば,基本的な単語の一つである

<橋>は,ラッサ方言では sam-pa,チベット文語で

は zam-paである｡ 古代チベット語では *dzam-pa

の形が想定できる｡これに対し て ビル マ 口語 で は

tadaaまたは dadaaといい,文語では tam taa2 と

書く｡この両者の形が直接つながるかどうかは,はっ

きりしない｡一方,マル語とラシ語では,<橋>はつ

きの形をしている｡ Maru(M.ミッチィナの方言),

dzeg(B･バモ-の方言), dz的 (下 降塑), Lashi

dzam (低平型),マル語の-egと, ラシ語の -am は

規則的な対応形であって,ともにビルマ語の -am に

あたる｡この対応規則にあてはまる別の例を出すと,

<hair> Maru(M)tsh占g:(B) tsh8g (下降型):

Lashitsham (低平型)- Bur.t邑ham-pagがあ

る｡そして,マル語の dz- とラシ語の dz-は,とも
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にビルマ語の t邑h-に,これも規則的にあたるo ビル

マ語では dz-も tsh-もともに t昌h一になる)0ex.

<thorn>, Maru(M) dzao(商il''･型): (B)dzd

(高車型):Lashidzd (高車型)- BUT. t昌huu?｡

それ故,法LITJからいえば,<橋>の古代ビルマ語形は

*t昌hamlaaでなければならず, そ の前 の 段 階 は

*dzam一であったと推定できる｡そして,その形がチ

ベット語形 zam<dzam とはっきりと対応すること

になる｡(rf.Tib.dz-Z:Bur.t菖h- には,<建てる>

Tib.hdzug-pa-zug-pa.Bur. t昌h〇k-於aetc.の

例がある)｡この関係を表にするとつきのようになる｡

<bridge> Ancientform Modernform

Tibetan dzam-pa>zam-pa - sam-pa

Burmese *dzam>t菖ham- - tadaa

Maru *dzam - dze王)

link languageの形は, 簡単にはこの種の証明力

をもっている｡しかし,このような証明に成功するた

めには,適切な言葉を見付けることと,その言葉を正

確に記述することが必須の要件になる｡

へと言葉が変遷する場合,いろいろと複雑な現象が起

りうるが,形の上からは,つきの3つのタイプがある｡

1) もとの形がそのまま受け継がれていく｡2) もと

の形自体がある音韻変化をおこして要形し,融合した

り分裂したC)しながら受けつがれていく03) もとの

形が全部または一部の環境でまったく別の形によって

illiT.:き換えられてしまう｡

ある一つの共通体から分離したいくつかの言語が,

第 1のタイプをとって変化した場合は,言語間の対応

関係が非常にはっきりしているのが普通である｡第 2

のタイプをとるときには,その変化が規則的にあらわ

れておれば問題はさほど繁雑ではないが,その変化が

個別的に不規則的に起ったとなると,あとの時代の事

実から,それらを跡付けるためには,王として同系統

の言葉の形にたよるより外はない｡弟 3の変化もまた

多いのである0倍用語によって,あるいは別の派吐形

式を作ることによって,多くの単語の形が新しい形に

氾き換えられていく｡この場合にもやはり,同系統の

言葉の形によって,もともとの形式を再構成しなけれ

ばならない｡チベット語系とビルマ語系に属する言語

には,2),3)のタイプの変化がはげしく起 った ら し

い｡

東南アジア地域の言葉の中には,タイ語系の言 葉は

さほどではないが,モン ･クメール系の言葉もやはり

このタイプの変化が著しいO

私は,タイ国の北部には, ビルマ ･ロ口語系の言葉

で起った 2),.'3)のタイプの変化を跡什ることのでき

る, そしてチベット語系との link の役割を果し得

るような適切な言葉が多く存在するにらがいないとか

ねがね考えていた｡その意図の一一一･瑞が,今回の調査で

実現できたわ再である(

写真 1 Saenchaiのアカ部落の村長さん

3 セーンチャイのアカ部落にて-アカ族とアカ語

10月18日 私と梓イ引まチェンマイから空路チェンラ

イ刷 こ到着した｡早速,この現の副知事二に再会する｡

NationalResearchCouncilからの紹介状のおかげ

で,今後の調査に支障のないよう便宜をはかってもら

えることになった｡翌日県庁のジ-プで Nikhom の

あるメ ･チャン (Mae°han)郡の郡長冒舎まで送っ

てもらう｡そこからは郡長の所車割こなって,郡長の派

遣したジ-プで秘書とともに Nikhom に向うことに
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なった｡この手続をふ まな い と Nikhom に入れな

い｡少くとも Nikhom で何らの便宜をも与えられな

いだろう｡メ ･チャンから Nikhom への道は,泥地

が各処にあって,ジープを四輪動力全開にしてやっと

通れるところが多い｡雨のあとなどは橋がおちて,メ

･チャンで足どめをくうことがある｡ともかくひどい

通である｡

アカ部落は Nikhom から西北5km ほどの地点に

ある｡かねて聞き及んでいたように,なるほどアカ族

は汚い｡タイ人にアカ部落にいくといえば,何と物好

きなとゲラゲラ笑い出すしまつで,アカ族は山地民の

中でも,ピィ一･トン･ルアンという怪げな一群を除け

ば,最低級だと考えられている｡その村長に会うので

あるから,なるべく直接身体にふれないように,挨拶

もタイ式に自分で両手を胸の前に合わせようとした｡

ところがそれよりもす速く村長は長い猿轡を伸して握

手を求める｡このことからでも,この部落 の ア カ族

は,すでに外来者ことに外国人との接触がかなり頻繁

であることを十分に示している｡このセー ンチ ャイ

(Saenchai) のアカ族は,アカ族の中でもっとも開け

写真 2 アカ族の女性 (村長の家の前にて)

第 3巻 第 3号

た部落であって,われわれにとって便利な点もあれば

反面悪い面も少なくない｡私たちにアカ語を教えるの

にも,早速,一日20バーツの契約を要求する｡

アカ語の調査は,桂君と二人ではじめたo村長の何

人目かの息子 Amyaがインホーマントになって,わ

れわれの質問に応じてくれた｡もちろん見物人が大勢

である｡ともかく見物人は笑いが多いOテ-プコーダ

-は,見物人の笑声も用捨なく吸収してしまう｡あと

で録音を再生すると,それが案外調査の雰囲気をも再

現して,なかなかよいものである｡言語調査のインホ

ーマントには,誰でもがなりうるわけではない｡適度

の理解力をもって勘がよくないとでき な い｡この点

Amyaは乱暴ではあったが,よいインホーマントであ

った｡Amyaにかわって,父親が村長の名にかけても

と一度やって来た｡この村長は,タイ語は不自由なく

話すのであるが,単語を一つづったずねるとなると,止

確には返答ができない｡少 くともすぐには返答が出て

こない｡それに一語を聞けば,数語を答え,一語がや

たらに長ったらしい｡どうやら余分のことをいくつも

つけ加えているらしい｡村長は一日で手をあげてしま

った｡やはり若い息子の方が勘がよくて,やり易い｡

アカ語の調査は順調に進んだ｡この言葉の性格が次第

にわかってきた｡まず,その発音には全体として著し

い特徴がある｡閉鎖音と破擦音には,無声音と有声音

の対立があって,無声音にはまた無気音と出気音の対

立がある.無声無気音は普通の [pコLt][kコ[tsコ[tJ]

であるが,無声出気音と有声音は素直な性格ではない｡

IPA で書くと前者は,Lp'hコFt'hコLk'hコ[ts'h]FtJ'h]

となるように無声の摩擦音をともなっており,有声音

の方は,[bR][dR]Lgfi][dza]亡d5丘コ のように有

声摩擦音が<出わたり>にあらわれるOそのほか [x]

[tf],[h]lA][?],[S][Z][J],[1][j],[m][n]

[9]Ln,コといった音声が記録される｡あとで整理する

と,子音の機能単位は29種になった｡子音結合はLpi]

Lp'hj]Lbfij][mj]の4種で,母音は [¢]亡α],[Lu]

[ち]Li][U][E][〇][a]の9位が観察され,いずれ

も機能単位と認めうるものであった｡｡一 つ の音 節

は,子音+母音, (母音は鼻音化母音一 種 を 含 む)

の型をとり, それに一つの声調が加わる｡ そして,

たとえば [dm]/dm/のように母音の位置に 亡mコが

あらわれるのむ,この言葉のおもしろい特徴である｡

声調は,南平型,中平型,低平型 (最後がゆるい下降
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型になる)の三種の平板型 トーンの対立か ら成 りた

ち,register tone システムである｡ もっともこの

基本声調が連続するときに,いろいろともとの調子に

変化を与える現象が認められる｡たとえば,低平型と

低車型がつづいたときに,中平型と低平型になるとい

うようにC

アカ語のいま一つの大きい特徴は,声調 とは別 に

stressがあることであって, enclitic でない最後の

音節に は, はっきりとした stress が お か れ る｡

ex.[k̀LuJJ丘:l]<flea>,[JEJm6:1]<louse>｡こ

のLJ丘:1]と[J'E｣]は,同一の単位であるが,前者に

は stressがあり,後者にはない｡ stress のない音

節の母音は短かく, stress のある音節の母 音 は つ

ねに長い｡ 2音節の単語では母音 は いつ も,短 ･長

[Ⅴ･÷:] の型をとる｡このタイプの単語がアカ語のな

かで圧倒的に多い｡

数詞は 1から10まではそれぞれ個有の声 調 を もつ

が, 20以上は2音節ですべて同じ型の声調と stress

をとることになる｡これもおもしろい現象である｡

1.ti:1 2.ni:1 3.sm1 4.?¢:｣ 5.9a･.｣

6.k〇fi1 7.Ji:｣ 8.jrl:19.g丘α:｣1O.tshE:1

20.lliJtsh丘:130.smJtsh去.･1 40.?¢｣tsh丘:1

5O.pa一tsh丘:160.k36｣tsh丘.･1 70.JiJtsh丘:1

80.jt..｣tsh丘:1 9O.gRα｣tsh丘:1 100.ti｣jA:1

2OO.ni｣拍:1etc.

私は,この言葉が ヒルマ ･ロロ系言語一般に見られ

る<音節高アクセント>から, 日本語的な<単語高ア

クセント>に移項しつつあるのではないかという疑い

をもっている｡そして,またこの系統の言語と日本語

との系統的な関連をも,くわしく研究する前に,全面

的に否定しさることはできないと思う｡単語の配列方

法が似ているとか,アカ語の動詞がすべて /-BLu/に

終っているとかの外面的な類似だけではなく,もっと

本質的な並行関係を何か発見できるかもわからない｡

しかし,そのような問題に先走るまえに,この系統の

言葉自体の調査を押し進める必要がある｡

タイ国には,アカ族は全体で 12,562人いて (1,998

戸),110村落があると報告されている｡おそらく村落ご

とに言葉が違っているのであろう｡桂君は,その後,

2,3の村落をおとずれているから,その相達につい

ての報吾を発表するものと期待できる｡

アカ部落への入LHま,普通は-カ所に限られて,部

落の東の方にある｡その入口には,精霊よけの門と,

門の脇に性のシンボルがおかれている｡これがアカ族

の特徴の一つとされているO木彫りの女作休 の股 間
に,捌′l.のシンボルが挿入された形をしていて,等身

大の大きいものである｡アカ族の子供は,男女とも大

ていは裸体で,少し人きくなって,下腹部に腰巻の短

かいのをまきつける｡女 予はごく年少のときから,頭

にコインを縫い付けた飾り物 (アカ語で フtltgh(右 と

いう)を離さない｡これは病気でも,眠るときでも,

死んでからでもなおつ日ておくらしいOセーンチャイ

のアカ族の宏は,村長の宏のみが木造りで,そのはか

は廿と- ,パ作りである (約45JTで 350-400人 位が

写真 3 7 カ 部 落 の 玄 関
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住む0 I-JT'ぁたり7-8人)O

アカ族は何といっても不紫であ

るO身体を洗わない｡女の 子はそ

うでもないのであろうが,普通は

一年に 2,三日珂しか水あ ぴを しな

いO彼等の絶対的な恐怖は精霊で

あるから,水あぴによって水の粘

蒜が身体に侵入することを極度に

恐れるのである｡人用の死は,何

かの精霊が身体に入りすぎたため

に起るものであると信じて疑わな

い,人用が死にかけると,水師が

二三日三晩祈りつづける｡この部落

では村長の長男が必師 を･して い

て,村では2番目の実権をにきっ
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写真4 アカ族の男の子たち (村長の宏にて)

ている｡それが帽子をかぶり,手に精霊を払う杖をも

って祈りつづける｡その扮装は Na-khi族の砿師と

まったくよく似ているが,残念なことに,こ こに は

Na-khi族がもっているような経典知は-EJJ存追三しな

い｡

アカ族は文字をもたない｡アカ族だけではなく,メ

イ国北部の少数部族たちは,依然として文字のない社

会を今まで維持してきている｡近くにタイ文 字 が あ

り,ラオス又字があり,ビルマ文字がある環境のなか

で,文字のない生活を保持してきたことは,不思議に

思われてならない｡文字が使われていないということ

は,ただ文字がないことのみではなく,何らかの文字

で書きあらわされうるにたるように言葉自体がまだ整

理されていないことを意味する｡言葉が一応整理され

ておれば,たとえ自分ら固有の文字を創作 しな くて

ち,近隣の文字を借用することが容易にできたはずで

ある｡私は自分らの言葉を文字で書き表わすというこ

とがいかにむつかしいかを,つくづく痛感した｡やは

り,この部落からすぐれた人物が出てこないと,実現

しないのであろう｡

アカ語には,文字という言 葉 は あ る｡そして<書

物>を意味する単語もあるが,<紙>と同じ形をもっ

ている. /sthga/という｡言葉の形の上では,文字

を書いた紙 (-書物)と紙とは区別しないのである｡

そして<よむ>とく数える>も同じ形で /rLiI丘ul/と

いう｡それ故 /sdigaγdltnn/といえば,<書物を

読む>のか<紙を数える>のかわからない｡もっとも

<本を読む>ためには貢をめくって

いかねばならないから,書かれた文

字を無視すれば,<紙を数える>こ

とになる｡日本語 で も <読む> と

く数える> (数をよむ)は同じ形を

とっている｡

ここにはおもしろい表現がだいぶ

ある｡<暑い>j6-tshAtshaは<暑

さが暑い>と表現し,<寒い>j6-ga

gaは<寒さが寒い>という｡ これ

に対して<暖かい>はく暑さが暑く

ない> jbtshAma-tsha, <涼し

い>はく寒さが 寒 くない> j6-ga

ma-gaと表現する｡<暑さ> <寒

さ>というのがあって,それがどう

いう状態にあるかを説明するわけである｡

アカ族の方からも,われわれにいろいろと質問が放

たれる｡真面目な質皿を二三紹介しよう｡

日本にもアカ族がいますか? 日本では太陽は西か

ら出て東に沈むのですか? あなたは日本から自動蛍

で来たのですか? 私は一カ月バンコクにいたことが

ありますが,あなたはバンコクに行ったことがありま

すか?

もっとも因ったのは,日本から自動小銃の弾丸を送

ってほしいという村長からの要求である｡

アカ族は陸稲を作って,10月から11月にかけて稲刈

りをする｡日本と同じように鎌で茎の下 の ほうか ら

切りとる｡彼等の常食は,米に稗のようなものをまぜ

て食べる｡副食は大抵は,生肉と gonpatysheという

漬物である｡アカ族は犬を食べるといってほかの山地

民から,からかわれるが,今はほとんど食べないらし

い｡ここには トイレがない｡人間の排胆物は,つきのよ

うな循環で自然に処理される｡人間の糞を犬が食う｡

犬の糞を豚が食う｡豚の糞を鶏が食う｡鶏とその卵を

人間が食う｡

この部族にもタイ語を教える小学校がある｡小学校

とはいっても,屋根と机と黒板だけがある小屋で,そ

こにタイ人の教師が二人いる｡その中の一人は,およ

そ標準タイ語を教えるのにはふさわしくないタイ語を

話していた｡授業は休んで,彼等はいつも自動小銃を

携帯し,スクータで近辺を走り廻わっている｡実はそ

の方が本職であって,学校の先生の方が余業である｡
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というのは彼等の正体はボ-ダー ･ポリスな の で あ

る｡学校のあるところは非常に地の利を占めてい て,

そこから双眼鏡でのぞくとビルマ側の山山が手にとる

ように見える｡このアカ部落は,ビルマからの公では

ない通路の要処にあたっているらしく,シJL′ン州から

の避難尺がいつもやってくるところである〔この部落

で,タイ国にはいないはずのパラウン族 (Palallng),

り族 (Wa) をも見かけたことがある｡このあたりに

はまた,かつての中r印t聴く党の精鋭部隊がいる｡定住

地がなく,テントをはって野宿し,ジープと馬の機動

力で,タイ側とビルマ側を往来している｡そのうえ山

地民部落を略奪するらしい｡ ビルマからの移住艮がは

げしく入国してくることも関通して,作咋 (19641ll

i-摘､ら12月にかけてのアカ部落近辺は,かなりの緊張

感につつまれていた｡

4 ラフ ･シ族とラフ ･シ語

メ ･チャンのラフ ･シ族は,ビルマからの新しい避

難民である｡昨年の6月 (?)頃にタイ田に移って来

たといっていた｡ 私たちがは じめて メ ･チャンの

写真5 ラフ ･シ族の娘さん

Nikhom に行ったとき, immigration officerが,

ラフ ･シ族の家族調査をしていて,各家族ごとに登録

表に書き込み写真をとって,個人ごとに指紋を押させ

ていた｡それまでは,まだタイ同籍になっていなかった

のである｡今でも北部タイには,タイ同籍をもたない少

数部族がかなりいる｡その多くはビルマからの移住民

であるが,ここ1,2年のうちには,北部タイの部族間に

なお少数の部族名をつけ加えねばならないであろう｡

このラフ ･シ族は,戸数にすると30戸あまりの小さ

い集団で,共通語はラフ ･シ語のほかに,ビルマ語ま

たはシャン語が通じる｡タイ語はまだよく話さない｡

彼等は全部クリスチャンで,教会こそないが日曜日に

は讃美歌を歌い,仕草も完全に休んでしまうoまれに

ビルマで教ったロ-マIl;･で大イ/机 1分の言葉を苦くこと

ができる人もいる〔彼等はもはやアカ族のように精霊

を怖れたりはしない(多くの点で,アカ族とラフ ･シ

族は対照的な感を受けた｡アカ族の村長の息子は,私

にはっきりといったことがある｡ "アカ語には尊敬す

るという言葉はないのです｡私達は他人を尊敬などし

ないのですO"彼等は自分の力のみを信じ込んでいるO

ラフ ･シ族は,もっと教養がある｡外国人にはちゃん

と敬意を払うし,礼儀も心得ている｡

私が三度目にラフ ･シ部落をおとずれたときには,

部落全休がチェンライの南のメ ･サルイに移動してし

まっていた｡ Nikhom の代表者の話では一夜のうち

に全部移住したという｡末日ま驚いて,なかは 昭吾の続

行をあきらめていたが,ちゃんと約束の日に,私のイ

ンホ-マントはあらわれたOそして,はじめにいたとこ

ろでは発蛙性がないから移動したのだという｡これら

は宣教師ののこした人きい功精の一つであると思う｡

ラフ ･シ語のインホ-マントは11-‥い既婚7)女性であ

ら .ラフ ･シ語とラフ ･ナ語を話し, ビルマ語をJ醐押

する｡調~佃二はその主人がいつもついて来た｡ 盲.人は

シャンの名門のrlHで,数種類,I)言葉を許すが. 奥さん

とは主にラフ ･ナ語で通達していた｡調出 土,私のビ

ルマ語での矧 棚こ奥さんが答えて,わからないところ

は,主人がわかり易いラフ ･ナ語で説明してくれるの

で非常にうまくいった｡言語調査でもっとも不安なこ

とは,インホ-マントが明日もまたたしかにつづけて

来てくれるかどうかということである｡この 点,私の

インホ-マントはよかった｡主人は頭痛にも鋸 プず,

腹痛にも耐えて奥さんについてやって来てくれたO頭
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痛にも腹痛にも私のもっていた薬が効果をあらわした

のでより以上に協力してもらえるようになった｡ラフ

･シ語はアカ語とは大分違っている｡第一に声調の数

が多いO七声もある｡そして,文法構造はかなりシス

テマティックである｡動詞にはつねに -v台iがつき,

大部分の名詞には ?̂3,a-がつけられるoたとえば,

h正一vei<(蓋をついてないものに)蓋をする> に対し

て?3-ha<(くっついていない)蓋> が あ り, b良一vei

<(蓋のついているものに)蓋をす る> に対 して,

?̂3-b主<(くっついている)蓋>がある｡そして,?̂3-hd

h正一vei,95-b主bE-veiといえる｡-Ⅴ占iのかわりにtd

をつけると道具をあらわす｡ phei-vei<扇ぐ>から

pheトtA<団扇> が 作 られ,γ5-Ⅴ台i<漕ぐ>から,

γ5-tG<(漕ぐもの)-確>が派生する｡ おもしろい表

現もあるo<故める>は 1g-V占iで,<塩> は?a-1昌

(砥めるもの),<甘い塩>?a-1gmもとなると,これは

<砂糖>の意味になる｡<読む>と<数える>が同じ

形であるのはアカ語と同じであるが,ラフ ･シ語では,

<書物>とく紙>は違った形であらわされ るか ら,

<書物を読む>は 1トkd γ5-Ⅴ占i, <紙を数える>は

ka-1aγ5-vei となって, アカ語のように形の上で混

同しない｡ラフ ･シ語には,<深い>という言葉はあ

るが,<浅い>はない｡<深くない>と表現する｡問

いつめると<短かい>と同じ言葉で答える｡山地艮の

生活では実際には<浅い>がとくに必要ではないので

ある｡たとえば, 河を渡るのに, <深い> <深くな

い>で十分である｡

この言葉には,このほかにも興味のある特徴がいく

つも観察された｡

5 タ-クの ドイ ･ムッソー (DoiMussuh)

にて- ラフ ･ナ語の調査

今年 (1965)に入って,私は調査地点を南のクーク

に移した｡ 1月8日,チェンマイからジープでターク

につき,翌日,やはりタ-ク県庁副知事の紹介で Ni･

khom に落ち着いた｡クーク市から Nikhom まで

は38km, ここで2月4日まで私はラフ ･ナ語とリス

語の調査に集中した｡

ラフ ･ナ語の調査は2人のインホーマントについて

行った｡一人は18才の育年A,いま一人Bは50才であ

る｡2人ともタイ語を話す｡調査を進めていくと,こ

の2人の話すラフ ･ナ語にかなりのくい違いがあるこ

第3巻 第 3号

とがわかってきた｡言語学にとって,このような相違

はむしろ有難い｡この2人の年令層の相違が,吉葉の

面に反映しているものとはじめは理解した か らで あ

る｡ところが次第にそうでないことがはっきりとして

きた｡というのは,青年の方はタイ語がずっと上手で

ある｡上手ではあるが,タイ語を習得するのに熱中し

たためか,母国語であるはすのラフ ･ナ言吾をあまり正

確におぼえていないのである｡この傾向は,山地民の

若者の潤に全般的に広まっていくのではな いだ ろ う

か｡ことにタイ人との接触が多いラフ･ナ人の間では

十分に予測できることである｡アイヌ族などとも共通

する文字をもたない少数部族の宿命であろう｡数日後

から,調査はインホ-マントB一人にしぼったO

ラフ･ナ語の調査は,さきにメ･チャンでラフ･シ

語の調査を終えていたために,かなり調子よくはこん

だ｡短かい期間に,多くの資料を集めるこ とが で き

た｡山地民の言葉の中で,一番むつかしいのは リス語

で,一一番易しいのがラフ ･ナ語である｡山地民の問の

通達は,普通はラフ ･ナ語でなされている｡私もラフ

･ナ語をかなりわかるようになった｡この調査では,

-応えた資料を,別のいろいろの面から再確認した｡

私の今回の調査の中でもっともうまく資料をえた対象

は,このラフ･ナ語である｡インホ-マントが誤った

答をしても,やがて見破れるようになった｡山地民相

手の調査では,彼等の教えてくれることをすべて素直

にそのまま信頼できないことも多いのである｡その原

因の半分はこちら側にもある｡というのは,提出した

質問が相手に十分理解されなかったことから起る場合

が多いからである｡たとえば<蝿>のつもりでいろい

ろ説明して聞いたところ,その答は LpaJtJi｣]とい

う｡どうもおかしい｡これを気にしていたところに,

ちようど蝿が数匹飛んできて,その誤りがわかった｡

<蝿>は Fsu:I,ma｢コであるO[palHJi･.｣]という

のは<いなご>のことであった｡そして<いなご>に

対して答えた [paltJiJn〇e:｣] は く苗いなご>の

意味であった｡<咳をする>の意味で聞いた [tstn:｣

TE:｣na･.｣コが正しくは<風邪>であって (直訳する

と<咳が出る病>), <咳 をす る> に は [tsu:｣

luI:1] という単語があったりする｡<母親が子供を

しかる>が,<母親が子供を教える>であ った りす

る｡これらの誤りはいろいろ検討しているうちに,人

ていは発見できる｡
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年をとったインホーマントの方は,村一番の物知り

であったのは幸なのだが,長時間質問をつづけると頭

がもうろうとなってきてとんちんかんな返答をする｡

というのは,この人は阿片中毒者なので,だんだんと

薬がU]れてくるらしい,数日して,かならず薬をのん

で来るように約-L来する｡その 上 この人はアルコ-ル

の方にもいかれている｡11]-一日調査を終えると,酒代の

無心である (1日3バ-ツほど). 酒代のサービスが

習慣となってしまった｡私はラフ ･ナ語を一 応 終 え

て, リス語に取っ組むつもりであったために,かなり

急いで牛前中3F矧TF.i,休息2時 l乱 牛後 3時Hlは いう

ように-1日約 6時冊ほど頑張った｡インホーマントに

は気の毒であったが,それだけの収穫はあった｡

ラフ･ナとは<黒いラフ>の意味であって,その呼

称のとうりに,r)lも女も黒い服をまとっている｡小さ

い子供は展冊は裸体のもいる｡馬をかなり飼 って い

て,子供でもじょうずに裸馬を乗りこなしていた｡男

は仕車に出掛けるときは,腰に錠 (ath5) をぶらさ

け, 手には円筒形の手箱 (i-ktl) を大切にそうにも

っていく,手簡の中には,おやつが入っている0日い

写真 6 ラ7 ･ナ族の壮年

塊,青い葉っぱ,赤色の種子,色とりどりである｡ち

ょっと一服となると白い塊り (thap) を青い葉っぱ

(桑の葉のごとし)に塗って口に入れる｡それでス-

とする｡何度も口の中で噛んでからはき出す｡彼等の

構･涼剤である｡

ラフ ･ナ族は,インコ (pEtsGl) を飼うことでも

知られている｡畑仕事に行くときも,いつもインコを

+字の木にとまらせてつれていくOこれは単なる趣味

で飼っているのではない｡ 一つの収 入 源 で あ る｡

Nikhom のタイ人のお医者さんに頼んでターク の 町

で売ってもらう｡-羽いくらかたずねたが,いわなか

った｡

この部落はかなり大きく,全体で1(池戸ぐらいはあ

る｡ほかの部落のように斜面にたっているので は な

く,広い平面の 日こある｡ Nikhom がそこから500米

ぐらいのところにあるのも,この部落の闇放さを示し

ている｡もっと特徴的な印象を与えるのは,部落の中

に物を売る小さい店家が二,三軒もあることである｡

閑ブラシ,卵,乾燥麺(香港製),布類などを売ってい

るoしかし,その商Jftをしているのは,北方タイ人で

あって,ラフ ･シ人ではない｡111地民はまだ商売をさ

せてもらえない｡部落から少し下ったところに寛があ

って,山の上から水を引いてきて,水浴びができるよ

うになっている｡そこにも雀をはった茶店が三軒ほど

並んで建っていて,ちょっとした食物とか衣斬%JfI.っ

ている｡ただ水浴びするためだけの場所ではなく,ラ

フ.ナ人は一切の水をここから運んでいく｡部落の唯

一の給水源であるo水汲みは,大抵は子供の仕J,串では

あるが私などはやっと持ちあげられるほどの重さの水

につめ込んで,はちまきノⅢニ背負って急な山道をかけ

昇っていく｡

い木を切って部落まで運んで来る｡その運搬には象を

使う｡象住いはカレン人 (Karen)の仕事になってい

て,一日3バーツから 5バ ー ツ (約60円から9()=)

が,彼等の日当である0-日とはいっても実際には半

日ぐらいしか働かないらしい｡しかし,このr･わー実は,

山地民が別の山地民を使っている点で,そして仕車の

分業が成りたっている点で人へん興味がある〔ラフ･

ナ人の木材の販売は,おそらくタイ人をつうじてなさ

れ,とくにNikhom の管轄のもとになされているよう
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写真 7 ラフ ･ナ族の娘さん

に,私は理解した｡彼等の住居は,大体竹 製 で あ る

が,木造のも数軒あった｡そして大抵の家は,近くに

別棟の小さい穀物入れをもっているO古い家 も多 い

が,新しい宏に建てかえているのがめだった｡

この部落は,山地民の中では,クークの ミヤオ族と

ともに最高の段階にいっているのであろ う｡ 少 くと

ち,私がおとずれた限りではそうである｡さきに述べ

た茶店とともに食草らしいものも一軒ある｡もっとも

食堂とはいっても,日本のめし星のごときを想像され

ると実際とは大分距離があるOラフ ･ナ人の説明によ

ると,独身のものとか身体の悪い者が利用する一種の

共済施設だそうである｡これはもちろんラフ ･ナ人が

やっている.

6 リス語の調査を中心に

山地民のインホ-マントに理解されにくい単語は,

大体共通しているようである｡ ~･沼勿の名前であると,

へたでも絵を書けばたいていは通じる｡どんなにまず

く書いても,多くの場合感心してみている｡山地民の

ほとんどは物の輪郭をとれないからである｡ところが

<動く>とか<はじまる>とか<終る>といった抽象

的な状態になるとなかなかわからない｡くつづける>

なども何かに託して説明しても,多くの場合は誤解が

[生じる｡<変る>とか<変える>も,いくら説明して

もよくわかってもらえない｡たとえば,手もとにある

ものを取り出して "rn〇phi(垂師) がこれを鶏に変

える"などと説明しようものなら, =うちの m〇phi"

にはそのような魔力がない"と反撃

されるだけでこれにはまずお手上げ

である｡受身の形を聞き出すのも苦

労である｡受身形はたしかにあるこ

とはある｡もちろんそれが受身形だ

ということを承知していないし,あ

まり使いもしない｡たとえば,<私

は蛇を打つ><蛇は私に打たれる>

これがわからない｡そこで説明を加

える｡蛇を打つしぐさをして,ここ

に二つの立場がある, 私の方は蛇を

打つが,蛇の方はどういう立場にあ

るか? 答えて日く "蛇は人目郡こ食

いつく,間違 っているか?"これで

は調査が進まない｡少し使えるよう

になったラフ ･ナ語を用いて, リス語の受身形がやっ

とわかった｡

私は蛇を打つ, 9uafu:d喜:a私･蛇･打つ.

蛇は私に打たれる｡ fugu去dをfbr,3蛇 ･私 ･打

つ ･得る｡

やはり,ラフ ･ナ語と同じ構文をとっている｡自動

詞と他動詞の区別もこまる｡ リス語では形態素の形の

上での対立はなさそうであるOもっともつきのような

のはある｡

<われる> b喜一γuJ<わる>d去b喜一ru 後者は実

際には<打ちわる>の意味で,<泣 く> 9u-a<たた

いて泣かせる> d音 pu-aと同じ構成であるO

タークの リス語は,雲南省の リス語,ビルマの リス

語と多くの点で違 っている｡まず声調がちがう｡子音

の体系,母音の体系も同じではない｡ここの リス語で

<勝つ>と<利口>,<負ける>とく馬鹿>は,それ

ぞれ同じ単語であるという｡この二つの組み合わせに

は少なからず驚いた｡この社会では,何でも勝った者

は利口で,負けた者は馬鹿なのであろうか｡これとよ

く似たことがラフ ･シ語 に も あ る｡<悪い>とく愚

か>が同じである｡ t昌h5hae<愚 か 者,馬 鹿 者>

は,再訳すると<悪者>ということになる｡ラフ ･ナ

語では<馬鹿者>とく唖者>の区別があいまいであっ

た｡彼等にとっては,馬鹿とか利口とかの基準が,わ

れわれの考えとはすい分とずれているためであろう｡
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7 ビス語について- バン ･ルア方言

2月11日,私は,タークからチェンマイを経て帰った

バ ンコ ノクから,ふたたびチェンマイにもどったO北

方 タイ語の勉楯,をつづけるたy)である｡その翌日チュ

ンライ県にラワ語の調査にいっていた三谷/帯が,やは

りチェンマイに帰 って来て,チェンラ/‖汀の南方に,

近辺の人はラrj族といっているが,ラワ語ではないL-,

葉を話している部落があることを教えて くれた｡飯F.T,

さんU)すすy)で,三谷伴と私はさっそr(そ(I)日商をお

とずれることにした｡それがビス村である, ビス族は

かなり､付加こ近いところにいる｡辛地とはいっても簡

l勘こ近苓ることができない｡三谷君の記憶をたよりに

串で行きつけるところから,なお二つほどのタイ人の

部落をくぐl)抜けて. 道のないところを進んだ｡廿十

戸ほどの小さい村落である｡私たちは一週冊あまりか

かって,約八百ほどの購 7･;･と数十の文章をノ- トに 記

録しテープに収めてひきあげた｡彼らはビスと自称す

るから,これをビス語と名付ける｡そして,そのほか

にも三ヶ所ほどで同類の言葉が話されていることがわ

かっているから,この村落のビス浩を,バン･ホォイ･

サン (tうanHtlaisan)のバン･ル了万言,(BanLua)

簡車にバン･ルア万言とILf,Sミことにする〔これは 'H,II

ろい言葉であった｡

こJ)言葉U).記述的な【(滴 ､Ll)Jr'*た特徴ri,ごつとLf)ける

とつげのようである｡

1. この言葉の音素体系は31種の千首,11種の j'膏 結

合, 9柿の母告,3種の声調からなっているO-一つ

の苦節は 仁許+廿打,または J′-[:Il'･+付音十日■ll'-の型

をとる(

I) 召]子には閉鎖 音にも,鼻音にも. 側面洋にも無声

音と首声音の対立がある｡

二与. 三種の声調 ,高辛Jf-j･中辛理 ･低平ノ1LEjv)申,申半

里の声調をとる母音はつねに緊喉音である｡

1. 一･つの単語は--･つまたは ーr),あるいは三つU)形

態右V)結合からなり,とくにL-_つrj)形態素が結合し

が 一昔姉である｡

5. 動作状態をあらわす単語と,それ11外U)単語とU)

区別ははっきりしていて,前苦はつねに -i)三をと

もなう｡ 177物の名前は人部分は ?a9-了 a-,1,的接す

るが,-baを後接する里語もある｡

6. 人称代名詞には,単数形,複数形のほか に 双 数

(われわれ二人,あなたがた二人)の形がある｡

7. 指示代名詞には,近称 (これ)遠称 (それ)最遠

称 (′あれ)のほかに最最],1Lf称があり,さらにそJ)さ

き,+i,あらわす形もある0

8. <来る><行く>の 二動詞には,方向をともなっ

て,<南から北へ 行く(来る)>か,<北から南へ行
く(来る)>かによって違った快い方をするそれぞれ

9. 他動詞とtLl動詞の灯立が彬の上ではっきりとわか

るEij･記I;-75ミL;十ある0

10.タイ言吾からの借用語が多く (約150-200)もとも

との形と<凧補的分配>をなしている里語があるO

数詞とか十二支は,タイ語からひとまとまりとして

入ってきたJlH廿日言吾であるO

系統論的な札互から見たこの言葉の件桁はつきのよ

うにいえる｡

1. ビス語は,あきちかにアカ宗吾, ビルマ語と同系統

であって, ビルマ ･ロ口語系に属する言葉である｡

2. ビス語の形式は,アカ語に比べて,よ(_川 1古ビル

マ語吾形式に近い｡

二‡. 合体 榊()語ほどのl巨 ビルマ.J･;と刷 L二頂nljをたて

J)る形熊封 土,約 25()ほどあり, ビス語とアカ浩と

(J)E制こも(封書同数州司源語がある｡も←｢ともしス ･

ヒルマ,J)日日, ヒス ･アカの冊で同llJ!ill語が必ずしも市

複しないから,この三言語をまとめ る と,全 休 で

3()()以 仁の同源語があることになる｡

4. ビス語には,タイ語からの借用語のほかに, ビル

マ語にもアカ語にも対応する形をもはや発見できな

い形態素が含まれている｡それらは他の何らかの言

葉 (たとえばチベ ット語とかチン系統の言葉)と一

定の対応関係をもちうるかどうかは今は わ か らな

い〔しかしビス語(ブ)中に,チベリト語と桐応じる性

格を,たしかにいくつか指摘できる,,ビス語は Iink

lとmgtlageの一･つである(

8 言語調査の目標

私たちの言語調査の口腔は｣ 両こ特定の言語で,あ

る車物とか状態とか動作とかがどのように表現される

か,その表現が具体的にどのような調音方法をとって

なされているかを知るのみではない∩もちろんそのよ
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うな観察を通じて進めねばならないが,その言語行動

の背後にある特定言語の体系を発見して整理すること

にもっとも大きい目標がある｡この仕事はしたがって

簡単にはいかない｡どうしてその体系を発見していく

かには,いろいろの方法があるし,研究者白身の流儀

もある｡そしてまた言語の体系が一つではなく,いく

つもの体系が入り組んでいるからなお厄介である｡普

通は,それらをいくつものレベルに分けて扱うことに

している｡音素のレベル,文法のレベル,語嚢のレベ

ルなど,上にあげたおのおのの言葉について観察し発

見した体系の-輔である｡つまり何よりもまず特定言

語の記述的な研究が調査の目標になる｡私の別 の目標

は,このようなレベルに分け,記述した一つの言語体

系が,そのほかの言語と一体どのような関係にあるか

を見極める点にある｡この目的には,二つの立場が考

えられる｡その一つは言語類型学的な考察である｡こ

れはなかなか興味のある課題であって,原 二相と して

は,たとえばAという言語をとりあげると,A言言吾の

体系と構造は,それ以外のすべての言葉の体系と構造

と比べうることになる｡第二には系統的考察,これに

ついてははじめにも吉いたが,繰返して簡 単に い う

と,個個の言語について,たとえばアカ譜の系統はど

うか,ラフ語の系統はどうか,その言語支派の中でと

の点に位吊すけるかについての論証である｡

たとえば,アカ語とビス語は,全休の構造がよく似

ているし,その体系も類似していて,大ざっはに見れ

ば,ほぼ同じ類型に属する.言葉であるとして扱える｡と

ころが,それを系統的に見ると,個個の体系を形成す

る成員が,各言語の組み二立ての中で,ちがった面をに

なっていることがわかる｡このことについてもう少し

述べてみよう｡子音の体系全体を扱うと面倒になるか

ら,その中,閉鎖音のみを取り出してみる こ とに す

る｡アカ語にもビス語にも,無声無気音,無声出気音

と有声音の対立がある｡

Akha /kkhg pphb tthd/

Bisu /kkhg pphb tthd/

これらの9つの単位が,各言語の体系の中で張りあ

う関係がまずらがっている (アカ語は子音29種などの

体系の中での9単位,ビス語は 子音31種などの体系の

中での9単位)上に,さきに述べたごとくアカ語の /g/

は実際には FgB]であったり,ビス語の /g/が [gコ

または [らg]であるように,/g/に該当する音声の性

第 3巻 第 3号

格がちがっているが,閉鎖音のみに限定して対立関係

を見るときには,まったく同じ類型に属することにな

る｡ ところがこれを系統的に考えると, ビス語の /g

db/はアカ語の /gdb/に対応 しな いで,/p ∩

m/の方にあたる｡そしてビルマ語の /gnm/にも

あたるのである (一方,アカ語の /gdb/はビス語

の /ktp/に対応する)｡たとえば

Ⅰ̀' p̀ain' f̀ire'

Akha 王)a ?a-na mト

Bisu ga ?a9-da bトth3

OldBur. 9a ?a-na mi2

ModernBur. ga ?a-na mi2

より古い時代で有声鼻音にはじまった形式を,ビス語

では鼻音でになわないで閉鈴音で受け継いだことにな

る｡ ビス語ではのちのある時期に 9→ gg-g ([右g～

g]),n-nd-d([hd～d]),m-mdrb(〔rflb～b])

の変化と,g-k,drt,b→ p の変化が起って,結果

から見れば,音素の対立関係自体には大きい改変はあ

らわれなかったが,受け継がれた意味,形式のにない

手が大きく変った｡このような古い時代の意味形式を

どのようにになっているかを知ることができる規則的

な対応関係を,言語冊にいくつも設定することに成功

して,はじめて言葉の系統が証明される｡もちろんアカ

請,ビス語,ラフ ･シ語,ラフ ･ナ語, リス語,ビル

マ語の問に対応原則をいくつも設定するこ とが で き

る｡その対応関係の とに,さらに有力な証明力をもつ

里美もある｡それは一つの意味分野の中で相対二立した

概念を表明する形式を,言語間で一対として対応する

却実である｡たとえば<大きい>と<小さい>,<多

い>とく少い>が,その中のどれかが他の形と入れ替

らないで,それぞれ一対として対応しているとすれば,

その親近性はずいぶんと増大する｡

Akha Bisu Burmese

<big> J3-h品 aヨーhLa a-kri2

<small> j3-最 ag-一ji a-Day

<many> j3-mjfl a9-bja a-mya2

<few> p-nl a9-ni a-nany2

今一つ例を あ げ よ う｡<高い>とく低い>,<長

い>と<短かい>,この両者のプラスとマイナスの対

立は,<高さ>に求めているか<長さ>においている

かの相遵だけで,実は同じ相対関係である｡ビス語で

は,この二対の対立関係を,ただ声調だけが違う同じ
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音素連続であらわす｡ <高い> <低い> は中平 gJ.,

<長い><短かい>は南平型である｡

high low long short

BL11･. a-mraが allim3 a-hralyl a-1uI

アカ語は <長> :<短> がビス語に対 応 するが,

<高>:<低>の方は, 他の形にllIt,3'･.き換えている (g5

ばチベ./ト語の mgo<頭, 頂>に, フ5 はチベ It'ト

語 70g<下>,ビルマ語 ?〇liにあたる形である｡cf･

漢語 高,磨)〔 ビルマ語では< 高>:<低>はビス語形

にあたるが,<長>:<短>のJjLは別の形に替って い

るoもしビス語のもつ完全なセ ソトがわからないとす

ると, アカ語の<長>:<短>とビル マ語の <高>:

<低>を結び付けるか,あるいは全然つながりのない

形として扱 ってしまうであろう ｡ラフ.語･･リス.JIA吊こな

あやしくなってくる｡このような意味分野ごとの対応

関係を見ていくことは,これらの.詰l:-の変遷をあとず

日るためのfl'力な方法となるのみならず,言語間の親

近さの度合を測る重要な手段にもなる｡

今回,私が調査した言葉は~~rjlj)ブル-ゾにわかれ

る∩アカ語とビス語はビルマ語に近いいわば主流派の

吉葉で,それに対してラフ ･シ語,ラフ ･ナ語とリス

語は,それらとはやや離れたロロ諸語の系統に属する

言葉である〔さきにあげたビルマJ)北ノJ-に い る 7 JL

語,ラシ語もこの主流派のほうに属する｡

この二つの subgrotlp を分けるもっとも人きい特

徴の--一つ は声調のシステムであろうoロロ系統の言葉

は,声調が4つから7つに分割されているが,二目桐 FJtl

の言葉は, いずれも三種17)registertonesystemを

とっている｡

･付りに対応し,7カ語の低平理は,ビス浩の低-辛型,

ヒルマ語の高一平輿に,アカ語の申平里は, ヒス語の中

平7L.-J_に,そしてビルマ語のr矧)I/iノt.-rJ.(-k.-p. -t.一C

に終る音節は合めない｡高降 ノ凹ま本来緊喉母音をとも

とえば

bowels egg head I)01

AkhとI t'17(High〕 ?u(Middle) でl(Low).:?cB-I/:･D

Bisu af卜?tl(H)hja･?u(M) Ⅹ ?山一h159

OldBur. uu〔M) u3(F) uu2(H).uI2

この対応原則はほとんど一貫している｡一見例外に

見えるつきの形熊ノ1,三でも実は例外では加 こヽとが証明

できる｡

st;lr tOnglle rO()I

Akha ?a-gLh(H) mLla(H) ?a-kh丘l(H)

Bisu ?ttl-ktil(L) mEn-hla(い 1ムーkhtム(IJ)

O一dBtlr. kraj(M､) hlya(M) khrij(M)

へ/1.BLlr. Ce hlya cheユ

ビス671;.の形態素khLil<foot>は,甲語<tr()usel･S>

khLa-tsh59 では高辛型をとるから,低車型につづく

第二音節の位帯では高半里から低平ArJ_への移動が起 っ

たものと推定できる｡この推定は三谷君の調査したタ

コ-の方言で,これらの単語がいずれも低平一高平の

形をとっていることから支持できるであろう｡

帰国して以来,資料の整理を進めている中に,言葉

の伝承の確実さに,私は少なからず驚いている｡アカ

語もビス語も,他の言葉の形にとらわれることなく調

査したものである｡ ビス語の調杏のときは,真実この

言葉がアカ請出二近いなどとは気がつかなかったOとこ

ろが,あとでこの両者をつき合わすと,表面的にはい

しているではないか｡アカ語, ビス語,それにビルマ

語が極めて密接した形をもったのはずっと過去の段階
であり,それが文字に記録されることもなく,腔代を

重ねて受け継がれ,しかもそれぞれの時期で変速しな

がら,さらに部族そのものが長い移動を経て今日に到

ったにもかかわらず,いまL両者を比べてみると,北本

的な構造面に,そして声調までもがはっきりとした対

応関係を保存しているのは驚異でもあるO

私はこの経験から,一般に言語吾の比較研究がもって

いる証明力に,改めてより大きい信種をおくことがで

きるようになったo

Lこの調査に多くの便宜を与えていただいたNalioll-

al ResearchC()uncilならびに内務省の Divisioll

ofhilltribes,Dcpt.ofPublicWelfare=tに}

-チャンとク-クの Nikhom の方ノJの fieldにおけ

る搾助に対して厚く感謝しなければならない｡コ
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